
   乾せんとはどのような病気？ 

・ふけのようなもの（りんせつ）のついた 

赤い発疹（紅斑）が体のあちこちに 

できる慢性の皮膚病。 

・2002年時点で３万人の患者が登録 

されている。 

・男女比は 1.8：１（1999年～2002年の 

統計）。 

・原因は研究されているが現在のところ 

不明である。 

・他人に伝染しない。 

 「がん」にはならない。 

 遺伝はあまりしない。 

 内臓の病気と強い関連はない。 

 

  

「乾せんの話 

～病気をどのようにコントロールするか～」 

日時：平成２０年９月１８日(木) 

場所：地域医療研修センター  

講師：稲沖 真（皮膚科） 

                     

金沢医療センター公開講座 

「話題の病気シリーズ」 

～ちょっと聞いて見ませんか～ 

 



               乾癬の皮膚では何が起きているの？ 

                 

                      

 

  

 

   乾癬の種類 
      尋常性乾癬 

        最も多いタイプ 

      膿ほう性乾癬 

        発熱とともに膿をもったぶつぶつが多少生じる 

      節症性関節 

        手や指などの関節が腫れて痛む 

 

 

リンパ球が皮膚にはたらく 

 

表皮細胞が増える 

治療はいずれかの現象

をおさえます 



 

 

 

 


